
水道局　平成２４年度　局運営方針

１．主な現状と課題

本市の水道事業は、老朽施設の大規模更新や震災対策の強化などと、その財源確

保、更には、料金収入の伸び悩みに対応した効率的な経営やサービス水準の向上な

ど、様々な課題を抱えています。

このような状況から、現行料金を維持しつつ、より一層の経営基盤の強化を図るた

め、平成22年度に策定しました｢中期経営計画(平成23年～平成27年度)｣に沿って、健

全な財政運営を維持していきます。

（１）重要なライフラインとしての効率的かつ安定的な給水の確保を図るため、水

　　道施設整備事業では、｢地下水源整備事業｣、｢拠点施設整備事業｣、｢配水ブロッ

　　ク整備事業｣、｢配水支管整備事業｣、｢老朽管更新事業｣、｢耐震化事業｣を推進し

　　ています。

      老朽管更新事業では、老朽化した水道管を管路総延長に対して、毎年1%の更

　　新をしていきます。
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２．基本方針・施策体系別主要事業

（１）水道施設の改良・更新に併せ、耐震化を進めます。

*( )内は一般財源 (単位:千円)
No 区分 事業名 24年度 23年度 説明
1 総 水道施設整備事業 8,429,660 7,485,229 水の安定的な供給を図るための施設整備の推

〔水道計画課〕 進

　　安全安心な水道水を安定して供給するため、既存施設の計画的、効率的な改良更
  新を行うことはもとより、渇水や地震等災害時に強い、信頼性の高い水道を目指し
  ます。また、水道に対する多様化するニーズを反映した、質の高い給水サービスを
  提供します。

３．行財政改革への取組

（１）計画的な施設整備の推進　

　　①  今後、水需要の増加が期待できない一方で、水道施設整備事業には多額の財政需要が見

　　  込まれることから、中長期的な財政収支見通しに基づく計画的な施設整備を推進していき

　　　ます。　

　　　　特に、事業の財政基盤を長期的に安定させるため、借入金である企業債の残高縮減に努

　　　め将来の金利負担の軽減を図ることで、更なる事業経営の健全化に努めます。

〔区分〕　新 … 新規事業　　拡 … 拡大事業 　　総 … 総合振興計画(新実施計画)事業　　し … しあわせ倍増プラン２００９事業
　　　　　 行 … 行財政改革推進プラン２０１０事業　　防 … 防災、環境・エネルギー対策　　高 … 高齢者支援　　子 … 子育て支援
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